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キューサイ株式会社(本社:福岡市中央区、代表取締役社長:佐伯 澄)は、株式会社メタジェン（代表

取締役社長 CEO・福田 真嗣）との共同研究で、4 週間にわたるケールの摂取が腸内環境を変化させ、

排便回数を増加させることを明らかにしました。また、その効果が得られるヒトの特徴として、排便量

が少ないことを見出しました。本研究成果は、2023 年 11 月 29 日、オンライン科学雑誌「Frontiers 

in Nutrition 」に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研究の背景 

便秘は地域・年代を問わず多くの人が悩まされている症状で、精神的ストレスや生活環境の変化など

によって引き起こされます。近年では、プロバイオティクス・プレバイオティクスの摂取により便通を

改善できることが報告されています。 

ブロッコリーやキャベツなどのアブラナ科植物を摂取することで、様々な健康効果をもたらすことが

知られています。その中でもスーパーフードとして知られるケールはケルセチンなどのフラボノイドや

食物繊維を豊富に含んでいることから腸内環境の改善効果があると考えられ、実際にマウス試験でも腸

内環境が改善することが報告されていました。しかし、ヒトの腸内環境に与える影響は分かっていなか

ったことから、ケールの継続的な摂取がヒトに与える影響を評価するため、メタジェン社と当社にて共

同研究を実施しました。 

＜株式会社メタジェンについて＞ 

「腸内環境に合ったヘルスケアをあたりまえにする」ことをミッションとし、腸内デザイン®︎をコン

セプトにしたアプローチにより同社グループ全体で「病気ゼロ」を目指している。試験計画から解析

データの解釈・考察、その先の事業化提案まで、腸内環境研究とその社会実装を一気通貫でサポート

し、「腸内デザイン市場」の共創を目指す企業連携コミュニティ「腸内デザイン共創プロジェクト」

も運営。http://metagen.co.jp/ 

 

■研究成果の概要 

本共同研究では、日本人の成人女性 24 名を対象に 4 週間にわたってケール粉末およびプラセボ（と

うもろこし由来デンプンおよびマルトデキストリン粉末）を摂取してもらい、便通の評価および腸内細
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菌叢・腸内代謝物質の解析を行いました。なお、試験食品の持ち越し効果を排除するため、各試験食品

摂取期間の間に 4 週間のウォッシュアウト期間を設けました。主な結果は以下の 4 点です。 

・摂取 4 週目において、プラセボ摂取群と比較してケール摂取群で排便回数が有意に多かった 

・摂取 2 週目および 4 週目において、ケール摂取群で[Eubacterium ] eligens group※1の存在比が有

意に多く、[Ruminococcus ] gnavus group※2の存在比が有意に少なかった 

・摂取 2 週目および 4 週目において、ケール摂取群でピメリン酸※3濃度が有意に高く、モルホリン濃

度※4が有意に低かった 

・ケール摂取により排便回数が増加するヒトは、ケール摂取前に排便量が少ない特徴があることが明ら

かとなった 

※1 ペクチンなどの食物繊維を栄養として利用し、抗炎症性サイトカインである IL-10 を産生する 

※2 主に炎症性腸疾患やアレルギーと関連のある菌であるが、株によって有益な効果も報告されている 

※3 ビタミン B7（ビオチン）の前駆体。ビオチンは糖や脂肪酸、アミノ酸の代謝において補酵素としてはたらき、エネルギー産生に

関わるほか、皮膚や粘膜の維持に深く関わる 

※4 生体や腸内環境に与える影響は未だ報告されていない 

 

■研究の意義 

本共同研究で、ケール摂取により腸内環境が変化し、便通が改善する可能性が示唆されました。 

また、便通改善効果が特に得られやすいヒトの特徴も明らかになりました。さらに、本試験で増加した 

[Eubacterium] eligens group は炎症性サイトカインの一種である IL-10 の産生を促進することが in 

vitro 試験で報告されており※5、IL-10 の増加を介して腸内の炎症が抑制される可能性も示唆されまし

た。 

キューサイはカラダもココロもすこやかで、いくつになっても“人生初”の体験に踏み出せる「ウェル

エイジング」な世の中の実現に向けて、今後もケールをはじめとした様々な研究を進めてまいります。 

※5 Chung et al., FEMS Microbiol. Ecol. 2017;93(11):10.1093/femsec/fix127. 
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なお、本プレスリリースは福岡経済記者クラブにお届けしております。 
 
 
 

【本件のお問い合わせ先、画像のご依頼など】 

キューサイ株式会社 広報窓口 

TEL：092-724-0179  メールアドレス：koho@kyusai.co.jp 

https://corporate.kyusai.co.jp/ 

mailto:koho@kyusai.co.jp
https://corporate.kyusai.co.jp/

